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知りたいあれこれ Q＆A

今月のスタッフコメント

アクシスグループ セミナーレポート

経理が楽になるだけじゃない！？簡易課税のススメ







知りたいあれこれ

経営にまつわる様々な疑問を解決する「知りたいあれこれQ＆A」

税務や労務に関することや今話題の情報までお客様に役立つ情報

を発信していきます。

今月の講座

「経理が楽になるだけじゃない！？簡易課税のススメ」　 （國近一生）

No.69

お問合わせはこちらまで
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アクシスグループ

私が紹介しました！

－経理が楽になるだけじゃない⁉簡易課税のススメ－

アクシスでは、会計や労務、相続などお客様のお悩みに沿ったご提案をし

ております。初回は無料でご相談を承っておりますのでお気軽にお問い合

わせください！

また、弊社ではより多くのお客様に必要な情報をタイムリーにお届けする

ため LINE の公式アカウントを開設しております。LINE 検索で「税理士法人

アクシス」と入力していただくか、ＱＲコードからご登録いただけます！

税理士法人アクシス

ＬＩＮＥ公式アカウント

「簡易課税」と聞くと、「経理の事務作業が少し楽になる制度」といったイメージをお持ちではないでしょうか。

しかし、実はそれだけではありません。会社の業種や経費の状況によっては、「簡易課税」を選択することで消

費税の納税額を大きく抑えられる可能性があるのです。

Q.

A. 　簡易課税を利用できるのは前々年の課税売上高が

5,000 万円以下の事業者さんだけです。それと、事業

年度が始まる前までに税務署に『簡易課税制度選択届出書』を

提出する必要があります。提出期限を過ぎると、その事業年度

には簡易課税を適用できないため注意が必要ですね。また、一

度簡易課税制度を選択すると、原則として 2 年間は継続して

適用されることが義務付けられており、途中で原則課税に変

更することはできません。また、業種の判定も重要で、売上の

大半を占める業種によってみなし仕入率が変わりますし、複

数業種が混ざる場合は、売上の比率で按分する計算になりま

す。

　先ほどもお伝えした実際のシミュレーションについては、

アクシスでも行っておりますので、お気軽に LINE やお電話か

らお問い合わせください。

Q. そもそも簡易課税って何？

A. 　まず消費税は大きく分けて原則課税と簡易課税の

2 つがあります。1 つ目の原則課税は、売上にかかる消

費税から、実際に仕入れや経費で支払った消費税を引いて納税

額を計算する方法です。帳簿上の記録をもとに細かく集計する

ので、計算は正確ですが、経費の消費税額もちゃんと管理して

おく必要があります。2 つ目の簡易課税は、仕入や経費にかか

る消費税を実際に計算する代わりに、業種ごとに決まっている

“みなし仕入率”を使って概算で控除する方法です。例えば、

サービス業なら 50％、飲食業なら 60％という具合です。

國近 一生
顧客サービス部　スタッフ 

大学在学中からアクシスで1年のインターン期間を経て令和6年4

月に正社員入社。現在は会計担当として、経理処理からお客様

への月次・決算報告、ご相談対応を行っている。2年前から税理

士試験にも挑戦中。

Q.

A. 　あります。それが今回 1 番お伝えしたいポイントで

す。例えば、サービス業で実際の経費の割合が売上の

30％しかないのに、簡易課税なら 50％控除できるとしたら、そ

の分、控除額が大きくなって、結果的に納税額が少なくなると

いうケースがあります。人件費が中心で経費が少ない事業者さ

んや、設備投資が少ない会社などでは、簡易課税の方が納税額

が少なくなる場合があります。

　逆に経費がたくさんかかっている会社については、原則課税

の方が有利です。実際に支払った消費税をそのまま控除できる

ので、経費の割合が高い会社なら原則課税の方が納税額が少な

くなる傾向があります。自分の会社はどちらがお得なのかにつ

いては、実際に数字を入れてシミュレーションしてみるのが一

番確実です。売上、業種、経費の割合をもとに簡易課税と原則

課税でそれぞれ試算してみると、どちらの方が有利かがはっき

りします。

簡易課税は誰でも選べるの？

納める消費税に変化はあるの？
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